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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年6月23日(2011.6.23)

【公表番号】特表2007-529583(P2007-529583A)
【公表日】平成19年10月25日(2007.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2007-041
【出願番号】特願2007-503281(P2007-503281)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ   1/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/1545   (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/24     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 141/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/14    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   1/08    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/1545  　　　　
   Ｃ０９Ｄ 133/24    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 141/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年5月2日(2011.5.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）以下のものからなる水溶性または水膨潤性スルホ基含有コポリマー
ａ）式（Ｉ）：
【化１】
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（式中、
Ｒ１は水素またはメチルであり、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は水素、１～６個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基、置換されてい
ないかまたはメチル基により置換されているフェニル基であり、
Ｍは水素、一価もしくは二価金属カチオン、アンモニウムまたは有機アミン基であり、
ａは１／２または１である）
の構造基３～９６モル％
ｂ）式（ＩＩａ）および／または（ＩＩｂ）
【化２】

（式中、
Ｗは－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）ｘ－、－ＣＯ－ＮＲ２－（ＣＨ２）ｘ－であり、
ｘは１～６であり、
Ｒ５およびＲ６は水素、１～２０個の炭素原子を有する置換されていないかもしくは置換
された脂肪族炭化水素基、５～８個の炭素原子を有する脂環式炭化水素基または６～１４
個の炭素原子を有するアリール基であり、
Ｑは水素または－ＣＨＲ５Ｒ７であり、ＱがＨでない場合は、式（ＩＩｂ）中でＲ５およ
びＲ６は一緒に－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｙ－メチレン基を形成し、ｙは１～４であり、
Ｒ７は水素、１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基、－ＣＯＯ－Ｍａであり、そ
の際Ｒ１、Ｒ２、Ｍおよびａは前記のものを表わす）
の構造基３～９６モル％
ｃ）式（ＩＩＩａ）および／または式（ＩＩＩｂ）：

【化３】

（式中、
Ｙ＝Ｏ、ＮＨまたはＮＲ５、
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【化４】

Ｘ＝ハロゲン、Ｃ１～Ｃ４－アルキルスルフェート、またはＣ１～Ｃ４－アルキルスルホ
ネートであり、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、Ｍおよびｘは前記のものを表わす）
の構造基０.０５～７５モル％
ｄ）式（ＩＶ）：

【化５】

（式中、
Ｚは－ＣＯＯ（ＣｍＨ２ｍＯ）ｎ－Ｒ９、－（ＣＨ２）ｐ－Ｏ（ＣｍＨ２ｍＯ）ｎ－Ｒ９

であり、
Ｒ９はＨ、Ｃ１～Ｃ４－アルキル、

【化６】

または２０～４０個の炭素原子を有する不飽和、飽和、直鎖もしくは分枝状脂肪族アルキ
ル基であり、
Ｒ１０はＨ、Ｃ１～Ｃ４－アルキル、フェニル、ベンジル、Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ、ハ
ロゲン（Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ）、シアノ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ５、－ＣＯＮＨ２、－
ＯＣＯＲ５であり、
Ｒ１１はＣ１～Ｃ１２－アルキル基およびＣ６～Ｃ１４－アリール基を有するアリールア
ルキル基であり、
ｍは２～４であり、
ｎは０～２００であり、
ｐは０～２０であり、
Ｒ１およびＲ５は前記のものを表わす）の構造基０.０１～５０モル％
および
Ｂ）メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、
メチルヒドロキシエチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロースおよびウェラ
ンガムおよびジウタンガムの群から選択される非イオン性ポリサッカリド誘導体
を含有し、Ａ）とＢ）の質量比が１：５～１０：１であるポリマー組成物。
【請求項２】
　一価もしくは二価金属カチオンがナトリウムイオン、カリウムイオン、カルシウムイオ
ン、またはマグネシウムイオンからなる請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　有機アミン基が第一級、第二級もしくは第三級Ｃ１～Ｃ２０－アルキルアミン、Ｃ１～
Ｃ２０－アルカノールアミン、Ｃ５～Ｃ８－シクロアルキルアミンまたはＣ６～Ｃ１４－
アリールアミンのから誘導されるアンモニウム基である請求項１または２記載の組成物。
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【請求項４】
　前記アンモニウム基が置換されたアンモニウム基である請求項３記載の組成物。
【請求項５】
　Ｒ５およびＲ６の炭化水素基またはアリール基がヒドロキシル基、カルボキシル基また
はスルホン酸基により更に置換されている請求項１から４までのいずれか１項記載の組成
物。
【請求項６】
　式（ＩＩＩａ）および／または式（ＩＩＩｂ）中のＸがメチルスルフェートである請求
項１から５までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項７】
　式（ＩＩＩｂ）中のＸが塩素または臭素である請求項１から５までのいずれか１項記載
の組成物。
【請求項８】
　コポリマーが構造基ａ）４０～８０モル％、構造基ｂ）１５～５５モル％、構造基ｃ）
２～３０モル％、および構造基ｄ）０.５～１０モル％からなる請求項１から７までのい
ずれか１項記載の組成物。
【請求項９】
　コポリマーが数平均分子量５００００～１０００００００を有する請求項１から８まで
のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１０】
　スルホ基含有コポリマーと非イオン性ポリサッカリド誘導体の質量比が１：２～７：１
である請求項１から９までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項１１】
　スルホ基含有コポリマーと非イオン性ポリサッカリド誘導体の質量比が１：１～５：１
である請求項１０記載の組成物。
【請求項１２】
　水硬性結合剤をベースとする水性建築材料系または水ベース塗料もしくはコーティング
系への添加剤としての請求項１から１１までのいずれか１項記載のポリマー組成物の使用
。
【請求項１３】
　水硬性結合剤がセメント、石灰、石膏または無水石膏である請求項１２記載のポリマー
組成物の使用。
【請求項１４】
　ポリマー組成物を保水剤、安定剤またはレオロジー変性剤として使用する請求項１２ま
たは１３記載の使用。
【請求項１５】
　ポリマー組成物を建築材料、塗料またはコーティング系の乾燥質量に対して０.０１～
５質量％の量で使用する請求項１２から１４までのいずれか１項記載の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　一価または二価金属カチオンとして有利にナトリウムイオン、カリウムイオン、カルシ
ウムイオンまたはマグネシウムイオンを使用する。有機アミン基として第一級、第二級ま
たは第三級Ｃ１～Ｃ２０－アルキルアミン、Ｃ１～Ｃ２０－アルカノールアミン、Ｃ５～
Ｃ８－シクロアルキルアミン、およびＣ６～Ｃ１４－アリールアミンから誘導される、有
利には置換されたアンモニウム基が使用される。相当するアミンの例はメチルアミン、ジ
メチルアミン、トリメチルアミン、エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノ
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ールアミン、シクロヘキシルアミン、ジシクロヘキシルアミン、フェニルアミンおよびジ
フェニルアミンであり、プロトン化されたアンモニウムの形である。ａは水素、一価金属
カチオン、アンモニウムおよび有機アミン基に関して１である。二価金属カチオンに関し
てａは１／２である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
【化２】

式中、
Ｗは－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）ｘ－、－ＣＯ－ＮＲ２－（ＣＨ２）ｘ－であり、
ｘは１～６であり、
Ｒ１およびＲ２は前記のものを表し、
Ｒ５およびＲ６は互いに独立に水素、１～２０個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基、
５～８個の炭素原子を有する脂環式炭化水素基または６～１４個の炭素原子を有するアリ
ール基であり、これらの基はヒドロキシル基、カルボキシル基またはスルホン酸基により
置換されていてもよく、
Ｑは式（ＩＩｂ）において水素または－ＣＨＲ５Ｒ７であり、ＱがＨでない場合は、式（
ＩＩｂ）中でＲ５およびＲ６は一緒に－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｙ－メチレン基を形成し、ｙ
は１～４であり、前記基は式（ＩＩｂ）

【化３】

の基を取り込んで５員～８員の複素環を形成し、
Ｒ７は水素、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、カルボン酸基またはカルボキシレート基－ＣＯＯ
－Ｍａであり、その際Ｍおよびａは前記のものを表わす。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
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【表１】

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
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【表２】

【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】

【表３】
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